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一
　
は
じ
め
に
　
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
現
行
法
制
度
上
、
住
民
投
票
に
付
す
る
こ
と
が
制
度
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
憲
法
九
五
条
に
規
定
す
る
「
一
の
地
方
公
共
団
体
の
み
に
適
用
さ
れ
る
特
別
法
制
定
の
住
民
投
票
」、
地
方
自
治
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
七
六
条
に
規
定
す
る
「
議
会
の
解
散
請
求
」、
同
法
八
〇
条
に
規
定
す
る
「
議
員
の
解
職
請
求
」、
同
法
八
一
条
に
規
定
す
る
「
長
の
解
職
請
求
」、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
四
条
一
〇
項
及
び
一
一
項
に
規
定
に
す
る
「
合
併
協
議
会
設
置
に
関
す
る
住
民
発
議
・
住
民
投
票
制
度
」
等
が
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
現
行
地
方
自
治
制
度
に
お
い
て
住
民
投
票
制
度
は
な
い
。
住
民
投
票
を
行
う
に
は
、
各
自
治
体
が
個
別
に
住
民
投
票
条
例
を
制
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
実
施
す
る
し
か
方
法
が
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
住民投票条例に関する一考察
（阪大法学）５８（２ - 215）469〔２００８．７〕
　
こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
個
別
の
政
策
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
の
住
民
投
票
条
例
の
制
定
を
求
め
る
直
接
請
求
が
、
住
民
運
動
団
体
か
ら
幾
度
と
な
く
法
一
二
条
一
項
に
規
定
す
る
条
例
の
制
定
改
廃
請
求
制
度
を
利
用
し
て
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
平
成
の
大
合
併
」
を
め
ぐ
る
住
民
投
票
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
　
こ
う
し
た
住
民
投
票
に
対
し
て
は
、
現
行
地
方
自
治
制
度
に
お
け
る
間
接
（
代
表
）
民
主
制
を
補
完
す
る
と
と
も
に
、
住
民
の
自
治
意
識
の
向
上
を
図
り
、
自
治
体
の
政
策
決
定
へ
の
住
民
参
加
を
通
じ
て
、
住
民
自
治
を
活
性
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
積
極
的
に
評
価
す
る
一
方
で
、
重
要
事
項
の
解
決
を
住
民
投
票
に
委
ね
る
の
は
、
長
の
責
任
回
避
で
あ
り
議
会
の
軽
視
で
あ
る
と
い
っ
た
批
判
も
生
じ
て
い
る  
 
。
　
一
方
、
国
政
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
住
民
投
票
の
制
度
化
に
関
し
て
は
、
古
く
は
第
一
六
次
地
方
制
度
調
査
会
の
「
住
民
の
自
治
意
識
の
向
上
に
資
す
る
た
め
の
方
策
に
関
す
る
答
申
」（
昭
和
五
一
年
六
月
）、
最
近
で
は
第
二
六
次
地
方
制
度
調
査
会
の
「
地
方
分
権
時
代
の
住
民
自
治
制
度
の
あ
り
方
及
び
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
に
関
す
る
答
申
」（
平
成
一
二
年
一
〇
月
）
等
様
々
な
と
こ
ろ
で
、
そ
の
検
討
の
必
要
性
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
住
民
投
票
制
度
導
入
の
実
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
　
本
稿
で
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
住
民
投
票
条
例
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
こ
れ
ま
で
の
住
民
投
票
条
例
が
ど
の
よ
う
に
し
て
制
定
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
、
新
た
な
展
開
を
見
せ
て
い
る
「
義
務
型
」
と
呼
ぶ
べ
き
新
た
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
住
民
投
票
条
例
の
分
析
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
二
　
住
民
投
票
条
例
の
歴
史
　
住
民
投
票
条
例
は
、
首
長
や
議
員
が
議
会
に
提
案
し
、
こ
れ
を
議
会
が
議
決
す
れ
ば
制
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
方
法
と
し
て
、
住
民
の
条
例
制
定
改
廃
請
求
に
よ
る
住
民
投
票
条
例
の
制
定
請
求
が
考
え
ら
れ
る
。
住
民
の
条
例
制
定
改
廃
請
求
に
よ
る
住
民
投
票
と
（
１
）
論　　　説
（阪大法学）５８（２ - 216）470〔２００８．７〕
は
、
法
七
四
条
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
選
挙
権
を
有
す
る
住
民
が
、
そ
の
総
数
の
五
〇
分
の
一
以
上
の
者
の
連
署
を
も
っ
て
、
そ
の
代
表
者
か
ら
長
に
対
し
、
住
民
投
票
条
例
の
制
定
を
請
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
条
例
の
制
定
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
長
は
直
ち
に
請
求
の
要
旨
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
請
求
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
〇
日
以
内
に
議
会
を
招
集
し
、
意
見
を
付
け
て
こ
れ
を
議
会
に
付
議
し
、
そ
の
議
決
の
結
果
を
請
求
の
代
表
者
に
通
知
す
る
と
同
時
に
そ
れ
を
公
表
す
る
（
同
条
二
項
及
び
三
項
）
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
こ
の
制
度
で
は
議
会
が
議
決
し
な
け
れ
ば
、
請
求
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
条
例
の
制
定
改
廃
請
求
で
住
民
に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
条
例
の
制
定
改
廃
に
つ
い
て
の
提
案
の
み
で
あ
り
、
平
成
一
四
年
の
法
改
正
で
よ
う
や
く
請
求
代
表
者
に
、
議
会
に
お
い
て
請
求
理
由
を
説
明
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
た
も
の
の
、
住
民
が
い
く
ら
選
挙
権
を
有
す
る
住
民
の
五
〇
分
の
一
以
上
の
署
名
を
集
め
た
と
し
て
も
、
議
会
が
そ
れ
に
基
づ
く
請
求
を
否
決
し
て
し
ま
え
ば
請
求
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
ず
、
こ
れ
が
住
民
投
票
を
実
現
す
る
上
で
、
大
き
な
壁
と
な
っ
て
い
る
。
　
二
〇
〇
六
年
度
末
ま
で
に
直
接
請
求
さ
れ
た
住
民
投
票
条
例
の
件
数
は
五
八
四
件
、
こ
の
う
ち
成
立
し
た
件
数
は
九
五
件
、
成
立
率
は
、
一
六
・
三
％
で
あ
る  
 
。
逆
に
言
う
と
住
民
か
ら
の
直
接
請
求
の
実
に
八
割
以
上
が
議
会
で
否
決
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
直
接
請
求
の
多
く
が
あ
る
意
味
で
首
長
や
議
会
の
統
制
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
当
の
議
会
が
認
め
る
こ
と
は
考
え
に
く
く
当
然
の
結
果
と
も
い
え
る  
 
。
　
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
一
二
月
六
日
、
立
川
基
地
の
跡
地
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
の
か
を
住
民
の
投
票
に
よ
っ
て
決
定
す
る
よ
う
、
そ
の
住
民
投
票
の
実
施
を
求
め
る
直
接
請
求
が
お
こ
り
、
一
九
七
九
年
一
月
二
二
日
、
一
五
、
八
四
〇
名
の
署
名
（
有
効
署
名
　
一
二
、
六
四
一
名
、
総
有
権
者
数
の
一
三
・
一
％
）
を
添
え
て
、「
立
川
市
基
地
跡
地
利
用
に
つ
い
て
の
市
の
態
度
決
定
に
関
す
る
市
民
投
票
条
例
」
の
制
定
請
求
が
提
出
さ
れ
受
理
さ
れ
た
。
し
か
し
、
同
年
二
月
一
日
、
東
京
都
立
川
市
議
会
は
、
こ
の
請
求
を
否
決
し
た
。
（
２
）
（
３
）
住民投票条例に関する一考察
（阪大法学）５８（２ - 217）471〔２００８．７〕
こ
れ
が
、
住
民
投
票
条
例
の
制
定
を
求
め
る
直
接
請
求
と
し
て
は
、
最
初
の
事
例
で
あ
る  
 
。
　
そ
の
後
一
九
八
二
年
七
月
一
九
日
、
高
知
県
窪
川
町
（
現
四
万
十
町
）
で
最
初
の
住
民
投
票
条
例
と
な
る
「
窪
川
町
原
子
力
発
電
所
設
置
に
つ
い
て
の
町
民
投
票
に
関
す
る
条
例
」
が
議
決
成
立
し
た
。
た
だ
こ
の
条
例
は
首
長
提
案
で
あ
り
、
こ
の
条
例
に
よ
る
住
民
投
票
は
、
原
子
力
発
電
所
の
設
置
が
事
実
上
立
ち
消
え
と
な
り
実
施
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
一
九
八
八
年
七
月
一
二
日
鳥
取
県
米
子
市
で
「
中
海
淡
水
化
賛
否
に
つ
い
て
の
市
民
投
票
に
関
す
る
条
例
」（
直
接
請
求
と
し
て
は
修
正
可
決
な
が
ら
も
最
初
の
条
例
）
が
、
一
九
九
三
年
二
月
二
六
日
三
重
県
南
島
町
（
現
南
伊
勢
町
）
で
「
原
子
力
発
電
所
設
置
に
つ
い
て
の
町
民
投
票
に
関
す
る
条
例
」（
議
員
提
案
）
が
、
同
年
一
〇
月
五
日
宮
崎
県
串
間
町
（
現
串
間
市
）
で
「
原
子
力
発
電
所
設
置
に
つ
い
て
町
民
投
票
に
関
す
る
条
例
」（
首
長
提
案
）
が
、
一
九
九
五
年
三
月
二
四
日
南
島
町
で
「
原
子
力
発
電
所
建
設
に
係
る
事
前
環
境
調
査
の
申
入
れ
に
対
す
る
同
意
・
不
同
意
に
つ
い
て
の
町
民
投
票
に
関
す
る
条
例
」（
議
員
提
案
）
が
制
定
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
住
民
投
票
実
施
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
　
こ
れ
ら
の
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
町
長
の
原
発
誘
致
の
断
念
と
辞
職
並
び
に
四
国
電
力
の
計
画
の
事
実
上
の
立
ち
消
え
（
窪
川
町
）、
淡
水
化
の
延
期
（
米
子
市
）、
中
部
電
力
の
計
画
断
念
（
南
島
町
）、
九
州
電
力
の
白
紙
・
再
検
討
表
明
（
串
間
町
）
な
ど
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
条
例
の
制
定
自
体
が
何
ら
か
の
形
で
事
態
を
動
か
し
、
実
際
に
住
民
投
票
を
実
施
し
な
く
と
も
よ
い
状
況
を
作
り
出
す
力
と
な
り
、
そ
の
後
の
住
民
投
票
運
動
の
先
駆
け
と
な
っ
た  
 
。
　
そ
の
後
新
潟
県
巻
町
（
現
新
潟
市
）
で
、
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
七
月
一
九
日
に
制
定
さ
れ
た
「
巻
町
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
建
設
に
つ
い
て
の
住
民
投
票
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
る
全
国
で
初
め
て
の
住
民
投
票
が
、
一
九
九
六
年
八
月
四
日
に
実
施
さ
れ
た
。
投
票
率
は
八
八
・
三
％
、
住
民
投
票
の
結
果
は
、
反
対
が
六
〇
・
九
％
で
あ
っ
た
。
東
北
電
力
が
巻
町
に
原
子
力
発
電
所
建
設
に
つ
い
て
最
初
の
説
明
を
し
た
の
が
一
九
七
一
年
と
さ
れ
て
お
り
、
東
北
電
力
が
正
式
に
断
念
を
表
明
し
た
の
は
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
で
、
住
（
４
）
（
５
）
論　　　説
（阪大法学）５８（２ - 218）472〔２００８．７〕
民
投
票
か
ら
八
年
後
、
当
初
の
計
画
か
ら
実
に
三
〇
年
以
上
の
年
月
が
経
過
し
て
い
る
。
こ
の
間
巻
町
で
は
、
町
長
の
リ
コ
ー
ル
や
裁
判
を
含
め
、
町
を
二
分
す
る
よ
う
な
事
態
が
二
転
三
転
起
き
て
い
る
。
住
民
投
票
に
至
る
ま
で
の
住
民
運
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る  
 
。
　
こ
れ
以
後
、
一
九
九
六
年
九
月
に
は
、
沖
縄
県
に
お
い
て
「
日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
及
び
基
地
の
整
理
縮
小
に
関
す
る
県
民
投
票
条
例
」
に
よ
る
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
、
次
い
で
一
九
九
七
年
六
月
に
、
岐
阜
県
御
嵩
町
の
「
御
嵩
町
に
お
け
る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
の
住
民
投
票
に
関
す
る
条
例
」
等
々
、
二
〇
〇
二
年
ま
で
は
、
毎
年
一
桁
の
件
数
（
一
か
ら
七
件
）
で
推
移
す
る
も
の
の
、
二
〇
〇
三
年
に
は
八
四
件
（
こ
の
う
ち
直
接
請
求
に
よ
る
も
の
一
六
件
、
一
九
・
〇
％
）、
二
〇
〇
四
年
に
は
一
七
四
件
（
同
四
三
件
、
二
四
・
七
％
）、
二
〇
〇
五
年
に
は
九
一
件
（
同
二
四
件
、
二
六
・
四
％
）、
二
〇
〇
六
年
に
は
六
件
（
同
二
件
、
三
三
・
三
％
）
と
な
っ
て
い
る  
 
。
　
こ
の
よ
う
に
、
平
成
の
大
合
併
を
ピ
ー
ク
に
そ
れ
以
前
の
状
態
に
戻
り
つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
住
民
投
票
条
例
は
、
原
子
力
発
電
所
の
建
設
、
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
、
合
併
の
是
非
と
い
っ
た
個
別
の
政
策
・
争
点
に
関
す
る
住
民
投
票
条
例
で
あ
り
、「
個
別
型
」
住
民
投
票
条
例
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
非
個
別
型
」
と
呼
ば
れ
る
べ
き
新
し
い
タ
イ
プ
の
住
民
投
票
条
例
が
登
場
し
た
。
　
１
　
非
個
別
型
住
民
投
票
条
例
　
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
特
定
の
争
点
に
限
定
し
た
も
の
と
は
違
う
タ
イ
プ
の
住
民
投
票
条
例
が
制
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。「
個
別
型
」
と
は
対
置
さ
れ
る
存
在
と
し
て
、「
非
個
別
型
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
　
非
個
別
型
の
第
一
号
と
な
っ
た
の
が
、
大
阪
府
箕
面
市
が
一
九
九
七
年
に
制
定
し
た
「
箕
面
市
市
民
参
加
条
例
」
で
あ
る
。
同
条
例
八
条
一
項
に
は
、「
市
長
は
、
市
民
の
意
思
を
問
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
市
民
投
票
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
」、
同
条
（
６
）
（
７
）
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二
項
に
は
「
前
項
の
市
民
投
票
の
実
施
に
関
し
、
投
票
に
付
す
べ
き
事
項
、
投
票
の
期
日
、
投
票
資
格
者
、
投
票
の
方
法
、
投
票
結
果
の
公
表
そ
の
他
必
要
な
手
続
に
つ
い
て
は
、
別
に
条
例
で
定
め
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
条
例
に
規
定
す
る
住
民
投
票
制
度
は
、「
市
民
の
意
思
を
問
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
」
と
き
に
住
民
投
票
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
定
の
事
項
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
争
点
一
般
を
対
象
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
も
の
と
は
違
う
非
個
別
的
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
　
こ
う
い
っ
た
非
個
別
型
住
民
投
票
条
例
が
登
場
す
る
に
至
っ
た
社
会
的
背
景
と
し
て
、
全
国
各
地
で
起
こ
さ
れ
た
住
民
投
票
を
求
め
る
住
民
運
動
と
地
方
分
権
改
革
を
契
機
と
す
る
自
治
体
の
政
治
参
加
シ
ス
テ
ム
の
変
革
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
右
肩
上
が
り
の
経
済
成
長
の
時
代
で
は
、
自
治
体
は
住
民
の
要
求
に
そ
れ
な
り
に
論　　　説
（阪大法学）５８（２ - 220）474〔２００８．７〕
表１　住民投票条例の成立状況
２００６
年
２００５
年
２００４
年
２００３
年
２００２
年
２００１
年
２０００
年
１９９９
年
１９９８
年
１９９７
年
議決年
区分
６４４１９９１２３３２４１１４３個 別 型
２２２６３０２２１２２３００１非個別型計
４４９９３０１　内訳：非個別・義務型
１８２２２１１３９２２００１　　　　非個別・非義務型
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?????????????????????????????
????????????????????????????????????
?????? ?????????
???? ??????????????
?????? ???????????????
???? ???
?????????
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????????????
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????????????
???????????
???????????????
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??????????????????????????????????????????????????
図１　住民投票条例の分類（類型）
応
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
近
年
財
政
状
況
が
逼
迫
す
る
な
か
で
、
い
ま
ま
で
の
よ
う
な
あ
れ
も
こ
れ
も
で
は
な
く
、
あ
れ
か
こ
れ
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
状
況
と
な
り
、
住
民
の
要
求
が
必
ず
し
も
政
策
に
反
映
さ
れ
な
い
状
態
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
住
民
の
行
政
に
対
す
る
不
満
が
高
ま
る
一
方
で
、
一
九
六
〇
年
代
の
公
害
反
対
運
動
以
来
の
住
民
運
動
が
、
こ
れ
ま
で
の
抵
抗
型
か
ら
よ
り
積
極
的
な
政
策
決
定
へ
の
参
加
を
求
め
る
運
動
へ
と
転
換
し
、
自
治
意
識
の
向
上
と
連
動
し
て
、
個
別
の
政
策
に
意
思
表
明
す
る
・
政
策
に
関
与
を
求
め
る
と
い
っ
た
傾
向
が
増
大
し
た
こ
と
等
が
あ
げ
ら
れ
る  
 
。
　
一
方
、
自
治
体
に
お
い
て
も
、
地
方
分
権
改
革
後
、
一
つ
の
地
方
政
府
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
や
自
治
体
の
憲
法
と
い
わ
れ
る
自
治
基
本
条
例
の
制
定
等
に
取
り
組
む
自
治
体
が
増
え
、
住
民
参
加
・
住
民
自
治
を
育
む
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
住
民
投
票
を
位
置
づ
け
、
そ
の
導
入
を
検
討
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
　
こ
の
タ
イ
プ
の
条
例
は
、
表
１
の
よ
う
に
そ
の
後
徐
々
に
増
加
す
る
と
と
も
に
多
様
化
、
分
化
傾
向
を
見
せ
は
じ
め
る  
 
。
先
の
箕
面
市
条
例
の
よ
う
な
住
民
投
票
に
関
す
る
規
定
が
一
条
だ
け
の
も
の
か
ら
、
住
民
の
請
求
権
を
認
め
な
が
ら
も
、
手
続
上
は
地
方
自
治
法
の
直
接
請
求
制
度
の
焼
き
写
し
に
過
ぎ
な
い
制
度
を
設
け
た
「
柏
崎
市
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」（
新
潟
県
）、
住
民
投
票
に
関
す
る
ほ
と
ん
ど
の
規
定
を
設
け
な
が
ら
も
、
更
に
別
の
条
例
を
必
要
と
す
る
「
宗
像
市
市
民
参
加
、
協
働
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」（
福
岡
県
）
な
ど
、
多
種
多
様
で
あ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
住
民
投
票
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
別
条
例
の
制
定
（
＝
議
会
の
議
決
）
が
必
要
で
あ
り
、
市
民
の
期
待
す
る
住
民
投
票
制
度
と
は
大
き
く
か
け
離
れ
て
お
り
、
あ
る
意
味
で
象
徴
的
・
宣
言
的
な
意
味
し
か
も
た
な
い
住
民
投
票
規
定
が
、
今
で
も
多
く
の
条
例
に
当
た
り
前
の
よ
う
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
厳
し
い
意
見
も
あ
る  
 
。
　
そ
う
し
た
な
か
二
〇
〇
〇
年
、
非
個
別
型
で
あ
り
、
一
定
の
署
名
等
を
集
め
れ
ば
、
議
会
の
議
決
を
得
な
く
て
も
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
る
と
い
う
「
義
務
型
」
と
呼
ば
れ
る
住
民
投
票
条
例
が
登
場
し
た
。
（
８
）
（
９
）
（
　
）
１０
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２
　
義
務
型
住
民
投
票
条
例
　
義
務
型
住
民
投
票
条
例
の
第
一
号
は
、
高
浜
市
住
民
投
票
条
例
（
愛
知
県
）
で
あ
る
。
こ
の
条
例
の
特
徴
は
、
投
票
資
格
者
の
三
分
の
一
以
上
の
署
名
を
集
め
れ
ば
、
市
長
に
対
し
て
住
民
投
票
の
実
施
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
条
例
に
規
定
す
る
投
票
の
対
象
事
項
で
あ
れ
ば
、
市
長
も
議
会
も
投
票
の
実
施
を
拒
否
で
き
ず
、
あ
る
意
味
で
自
動
的
に
住
民
投
票
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
　
こ
れ
ま
で
の
非
個
別
型
が
、
現
実
に
住
民
投
票
を
実
施
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
更
に
別
の
条
例
（
＝
議
会
の
議
決
）
を
必
要
と
し
て
い
る
（
こ
の
タ
イ
プ
を
「
非
義
務
型
」
と
い
う
。）
の
に
対
し
、
こ
の
条
例
に
は
、
住
民
投
票
の
対
象
事
項
、
住
民
投
票
の
請
求
の
要
件
、
投
票
資
格
者
の
要
件
、
開
票
の
手
続
等
、
投
票
実
施
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
各
種
の
枠
組
み
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
箕
面
市
条
例
の
よ
う
に
一
条
項
と
し
て
住
民
投
票
を
規
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
住
民
投
票
に
特
化
し
た
初
の
条
例
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
住
民
投
票
を
求
め
る
住
民
の
求
め
に
対
す
る
議
会
の
否
決
と
い
う
障
壁
に
対
し
て
、
住
民
に
請
求
権
を
認
め
る
だ
け
で
な
く
、
投
票
実
施
の
た
め
に
必
要
な
ル
ー
ル
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
お
く
こ
と
に
よ
り
、
投
票
実
施
に
実
効
性
を
持
た
せ
た
の
で
あ
る
。
三
　「
義
務
型
」
住
民
投
票
条
例
の
特
色
　
１
　
な
ぜ
「
義
務
型
」
な
の
か
　
な
ぜ
「
義
務
型
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
つ
く
り
分
析
し
よ
う
と
す
る
の
か
。
そ
れ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
住
民
投
票
運
動
の
大
半
は
、
首
長
や
議
会
の
姿
勢
を
統
制
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
た
め
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
う
し
た
住
民
投
票
を
当
の
議
会
が
容
認
す
る
こ
と
は
期
待
し
に
く
く
、
そ
の
八
割
以
上
が
否
決
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。
　
現
に
こ
れ
ま
で
、
巻
町
以
降
、
我
国
で
は
、
住
民
が
住
民
投
票
条
例
の
制
定
を
求
め
、
直
接
請
求
権
を
行
使
す
る
ケ
ー
ス
が
急
増
し
、
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一
種
の
ブ
ー
ム
の
様
相
を
呈
し
た
が
、
二
〇
〇
一
年
度
関
東
弁
護
士
会
連
合
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
委
員
会
報
告
書
「
地
方
議
会
と
住
民
投
票
～
二
一
世
紀
、
地
方
自
治
の
前
進
を
め
ざ
し
て
～
」
に
よ
る
と
、
一
九
九
八
年
一
月
一
四
日
に
住
民
投
票
条
例
が
可
決
さ
れ
た
岡
山
県
吉
永
町
（
現
備
前
市
・
同
年
二
月
八
日
住
民
投
票
実
施
、
争
点
は
産
業
廃
棄
物
処
理
場
の
建
設
）
以
降
、
新
潟
県
刈
羽
村
で
二
〇
〇
一
年
四
月
一
八
日
に
住
民
投
票
条
例
が
可
決
さ
れ
る
（
同
年
五
月
二
七
日
住
民
投
票
実
施
、
争
点
は
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
の
実
施
）
ま
で
、
実
に
三
年
以
上
直
接
請
求
に
よ
る
条
例
案
（
そ
の
数
四
四
件
）
は
こ
と
ご
と
く
議
会
で
否
決
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ
も
、
下
水
道
処
理
施
設
の
設
置
、
万
博
開
催
、
議
員
定
数
削
減
、
場
外
舟
券
や
馬
券
売
場
の
設
置
、
空
港
建
設
、
大
学
院
誘
致
、
可
動
堰
の
建
設
等
々
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
　
署
名
の
数
を
み
て
も
、
沖
縄
県
で
は
必
要
署
名
数
の
二
倍
の
署
名
、
御
嵩
町
で
は
必
要
署
名
数
の
五
倍
近
い
署
名
を
集
め
て
い
る
。
名
護
市
で
は
有
権
者
の
三
分
の
一
を
超
え
る
署
名
、
徳
島
市
の
直
接
請
求
に
よ
る
住
民
投
票
条
例
請
求
で
は
有
権
者
の
約
四
九
％
に
あ
た
る
署
名
、
神
戸
市
で
は
有
権
者
の
三
分
の
一
に
近
い
署
名
、
新
潟
県
刈
羽
村
の
第
二
次
の
直
接
請
求
に
よ
る
住
民
投
票
条
例
請
求
で
は
有
権
者
の
約
三
七
％
の
署
名
を
そ
れ
ぞ
れ
集
め
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
名
護
市
、
徳
島
市
、
神
戸
市
で
は
、
当
初
か
ら
、
議
会
解
散
請
求
や
議
員
・
首
長
解
散
請
求
に
必
要
な
署
名
数
で
あ
る
有
権
者
の
三
分
の
一
以
上
の
署
名
を
目
標
と
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
有
権
者
の
三
分
の
一
以
上
の
署
名
を
集
め
て
住
民
の
多
数
の
意
思
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
議
会
の
住
民
投
票
条
例
を
否
決
し
よ
う
と
い
う
動
き
を
あ
ら
か
じ
め
封
じ
込
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
名
護
市
議
会
は
、
住
民
の
直
接
請
求
に
よ
る
条
例
案
を
修
正
し
て
可
決
し
た
が
、
徳
島
市
議
会
と
神
戸
市
議
会
は
否
決
し
た
。
　
こ
の
よ
う
に
、
い
く
ら
署
名
を
集
め
て
も
議
会
が
否
決
し
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
で
終
わ
り
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
住
民
投
票
運
動
の
最
大
の
障
害
は
議
会
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
何
の
た
め
の
住
民
投
票
制
度
な
の
か
と
い
う
本
来
の
命
題
と
と
も
に
、
誰
の
た
め
の
住
民
投
票
制
度
な
の
か
、
と
い
っ
た
議
論
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
議
論
に
は
、
本
稿
で
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は
深
く
触
れ
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
住
民
運
動
の
歴
史
や
経
過
を
考
え
れ
ば
、
施
政
者
の
都
合
の
よ
い
制
度
で
あ
っ
て
な
ら
な
い
は
ず
で
、
主
権
者
・
地
方
自
治
の
主
人
公
で
あ
る
他
な
ら
な
い
住
民
が
使
え
る
制
度
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
あ
る
意
味
で
自
己
完
結
し
た
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
首
長
や
議
会
の
承
認
な
し
に
自
動
的
に
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
る
義
務
型
が
本
来
の
完
結
し
た
住
民
投
票
制
度
で
あ
り
、
本
来
の
姿
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
制
度
設
計
上
最
も
重
視
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
は
、「
最
大
の
ハ
ー
ド
ル
で
あ
る
議
会
の
議
決
を
必
要
と
せ
ず
に
住
民
投
票
を
実
施
で
き
る
か
」
と
い
う
点
で
あ
り
、
住
民
が
一
定
の
署
名
を
集
め
れ
ば
、
ほ
ぼ
自
動
的
に
住
民
投
票
を
実
施
す
る
、
す
な
わ
ち
住
民
投
票
実
施
が
義
務
に
な
る
と
い
う
仕
組
み
を
と
ら
え
、
こ
れ
を
「
義
務
型
」
と
名
付
け
た
の
で
あ
る
。
　
ア
メ
リ
カ
や
ス
イ
ス
等
海
外
の
住
民
投
票
制
度
の
類
型
と
し
て
、
一
定
の
案
件
に
つ
い
て
は
有
権
者
に
よ
る
住
民
投
票
を
義
務
付
け
る
「
義
務
的
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム  
 
」
と
呼
ば
れ
る
制
度
が
あ
る
。
こ
れ
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
に
は
、「
議
決
不
要
型
」
あ
る
い
は
「
義
務
付
け
型
」、「
自
動
実
施
型
」
と
す
る
の
が
望
ま
し
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
敢
え
て
「
義
務
型
」
と
定
義
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
戦
後
こ
れ
ま
で
の
住
民
投
票
を
求
め
る
数
多
く
の
住
民
運
動
の
歴
史
と
、
こ
と
ご
と
く
そ
れ
を
否
決
し
て
き
た
議
会
の
厚
い
壁
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
、
そ
し
て
い
ま
新
た
な
動
き
を
見
せ
つ
つ
あ
る
自
治
体
の
政
治
シ
ス
テ
ム
・
住
民
参
加
シ
ス
テ
ム
の
転
換
に
着
目
し
て
の
定
義
で
あ
る
。
　
筆
者  
 
ら
は
、
こ
れ
ま
で
い
わ
ゆ
る
「
常
設
型
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
住
民
投
票
条
例
に
つ
い
て
、
そ
の
多
様
性
と
「
常
設
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
合
い
か
ら
く
る
誤
解
等
に
つ
い
て
指
摘
し
、
こ
れ
に
変
わ
る
新
た
な
類
型
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
と
し
て
、
一
定
の
署
名
等
を
集
め
れ
ば
、
議
会
の
議
決
を
得
な
く
て
も
、
一
定
の
争
点
全
般
を
対
象
に
自
動
的
に
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
る
（
非
個
別
的
）
住
民
投
票
条
例
の
類
型
を
「
義
務
型
（
議
決
不
要
型
）
住
民
投
票
条
例
」
と
定
義
し
た
。
　
こ
こ
で
は
、
新
た
な
展
開
を
み
せ
て
い
る
非
個
別
型
住
民
投
票
条
例
と
り
わ
け
義
務
型
住
民
投
票
条
例
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
一
（
　
）
１１
（
　
）
１２
論　　　説
（阪大法学）５８（２ - 224）478〔２００８．７〕
考
察
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
　
２
　
義
務
型
の
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
　
議
会
の
議
決
を
必
要
と
せ
ず
住
民
投
票
を
実
施
さ
せ
る
義
務
型
は
、
高
浜
市
以
後
、
毎
年
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
増
加
し
て
い
る
が
、
一
方
で
、
合
併
等
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
一
二
条
例
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
（
表
１
・
表
２
参
照
）。
　
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
四
月
一
日
現
在
、
筆
者
の
知
る
か
ぎ
り
で
は
、
二
一
市
町
の
住
民
投
票
条
例
を
義
務
型
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
初
は
、
高
浜
市
・
富
士
見
市
・
埼
玉
県
上
里
町
な
ど
の
よ
う
に
住
民
投
票
に
特
化
・
独
立
し
た
条
例
（
以
下
「
単
体
型
」
と
い
う
。）
と
し
て
、
住
民
投
票
制
度
を
設
け
て
い
る
も
の
が
多
く
、
現
時
点
で
の
主
流
派
（
一
五
市
町
）
で
あ
る
が
、
近
年
高
浜
市
と
は
異
な
る
か
た
ち
で
の
制
度
化
が
目
立
ち
は
じ
め
て
い
る
。
高
浜
市
の
よ
う
に
独
立
し
た
条
例
で
は
な
く
、
ま
ず
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
や
自
治
基
本
条
例
等
を
制
定
し
、
そ
の
な
か
に
住
民
投
票
に
関
す
る
規
定
を
設
け
、
そ
れ
に
基
づ
き
そ
れ
を
補
完
す
る
条
例
・
下
位
の
条
例
（
以
下
「
複
合
型
」
と
い
う
。）
と
し
て
住
民
投
票
を
設
け
る
例
（
六
市
町
）
で
あ
る
。
鳩
山
町
（
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
・
住
民
投
票
条
例
）、
岸
和
田
市
・
名
張
市
・
大
和
市
（
自
治
基
本
条
例
・
住
民
投
票
条
例
）
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
（
図
１
参
照
）。
　
具
体
的
に
一
例
を
あ
げ
る
と
、
二
〇
〇
三
年
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
鳩
山
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
三
四
条
一
項
に
は
「
公
正
で
民
主
的
な
町
政
運
営
を
推
進
し
町
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
町
政
運
営
上
の
重
要
事
項
に
係
る
意
思
決
定
に
つ
い
て
、
町
民
に
よ
る
直
接
投
票
（
以
下
「
住
民
投
票
」
と
い
う
。）
の
制
度
を
設
け
る
」
と
規
定
し
、
同
四
項
で
「
住
民
投
票
の
実
施
に
関
し
、
住
民
投
票
の
請
求
及
び
発
議
、
投
票
に
付
す
べ
き
事
項
、
投
票
の
期
日
、
投
票
資
格
者
、
投
票
の
方
法
、
投
票
結
果
の
公
表
そ
の
他
必
要
な
手
続
に
つ
い
て
は
、
別
に
条
例
で
定
め
る
」
と
規
定
、
こ
れ
を
受
け
て
二
〇
〇
四
年
一
二
月
一
七
日
、「
鳩
山
町
住
民
投
票
条
例
」
を
施
行
し
た
。
　
こ
の
よ
う
に
義
務
型
住
民
投
票
条
例
は
、
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
、「
単
体
型
」
と
「
複
合
型
」
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
る
こ
住民投票条例に関する一考察
（阪大法学）５８（２ - 225）479〔２００８．７〕
と
が
で
き
る
。
地
方
分
権
改
革
が
進
む
中
で
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
基
本
理
念
・
あ
る
べ
き
自
治
の
姿
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
自
治
体
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
今
後
こ
の
パ
タ
ー
ン
の
複
合
型
が
増
え
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
複
合
型
の
住
民
投
票
条
例
は
、
あ
る
意
味
で
二
重
の
条
例
で
住
民
投
票
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
市
の
重
要
な
施
政
方
針
の
ひ
と
つ
で
あ
り
住
民
参
加
の
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
住
民
投
票
制
度
を
位
置
づ
け
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
単
体
型
に
比
べ
て
、
制
度
的
・
法
的
安
定
性
が
あ
り
、
そ
う
簡
単
に
は
廃
止
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
住
民
投
票
制
度
の
位
置
づ
け
と
し
て
は
、
複
合
型
の
方
が
単
体
型
に
比
べ
よ
り
優
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
　
３
　
義
務
型
の
特
色
　
前
述
し
た
よ
う
に
義
務
型
の
特
色
と
し
て
は
、
請
求
か
ら
投
票
結
果
の
取
扱
い
ま
で
の
一
連
の
手
続
き
と
そ
れ
に
伴
う
資
格
要
件
が
整
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
条
例
だ
け
で
住
民
投
票
制
度
が
完
結
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
次
の
二
点
が
条
文
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
①
　
請
求
に
関
す
る
こ
と
　
　
　
　
　（
投
票
の
対
象
事
項
／
請
求
権
者
の
要
件
／
署
名
数
の
要
件
／
請
求
の
手
続
等
）
　
　
　
②
　
投
開
票
に
関
す
る
こ
と
　
　
　
　
　（
投
票
資
格
者
の
要
件
／
投
開
票
の
手
続
／
投
票
成
立
の
要
件
／
投
票
結
果
の
取
扱
い
等
）
　
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
義
務
型
の
特
色
に
つ
い
て
分
析
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
　
　
①
　
請
求
に
関
す
る
こ
と
　
　
　（
ⅰ
）　
投
票
の
対
象
事
項
　
ま
ず
住
民
投
票
の
対
象
事
項
と
し
て
、
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
住
民
投
票
制
度
が
住
民
参
加
の
重
要
な
制
論　　　説
（阪大法学）５８（２ - 226）480〔２００８．７〕
住民投票条例に関する一考察
（阪大法学）５８（２ - 227）481〔２００８．７〕
表２　義務型住民投票条例の特徴（廃止分を含む）
 平成２０年４月１日現在　（議決順）
不成立の
場合の　
開票作業
成立要件
長の
発議
住民から
の請求の
要件　　
請求権者
投票資格者
自治体名
外　国　人
年齢要件
その他
特　別
永住者
永住者
の在留
資　格
開票しない１/２以上○１/３以上投票資格者○○１８歳以上愛知県高浜市
開票しない１/３以上○１/５以上投票資格者２０歳以上埼玉県富士見市（２）
開票しない１/２以上○１/３以上投票資格者２０歳以上埼玉県上里町
開票しない１/２以上１/１０以上投票資格者○○１８歳以上広島市
開票する１/２以上○１/３以上投票資格者○○１８歳以上埼玉県美里町
開票しない１/２以上１/６以上投票資格者２０歳以上群馬県桐生市
開票しない１/２以上○１/１０以上投票資格者○○１８歳以上石川県宝達志水町（３）
開票しない１/２以上１/３以上投票資格者○○１８歳以上広島県大竹市
開票する１/２以上１/６以上投票資格者２０歳以上埼玉県坂戸市
開票する○１/８以上投票資格者○○１８歳以上千葉県我孫子市
開票しない１/２以上○１/３以上２０歳以上○○１８歳以上埼玉県鳩山町
開票しない１/２以上○１/８以上投票資格者○○１８歳以上北海道増毛町（４）
開票する１/４以上投票資格者３年定住○○１８歳以上大阪府岸和田市（５）
開票する○１/４以上投票資格者○○１８歳以上三重県名張市
開票しない１/２以上○１/５以上投票資格者○○２０歳以上神奈川県逗子市（６）
開票する○１/３以上投票資格者３年定住○○１６歳以上神奈川県大和市
開票しない１/２以上○１/６以上投票資格者○○２０歳以上山口県山陽小野田市
開票しない１/２以上○１/３以上投票資格者２０歳以上山口県防府市
開票しない１/２以上○１/３以上投票資格者○○１８歳以上愛知県一色町
開票しない１/２以上○１/６以上投票資格者○○１８歳以上近江八幡市
開票しない１/２以上○１/３以上投票資格者２０歳以上臼杵市
廃止された条例
開票しない１/２以上○１/３以上投票資格者２０歳以上群馬県中里村
開票しない１/２以上○１/３以上投票資格者２０歳以上群馬県境町
開票しない１/２以上○１/５以上投票資格者○○１８歳以上岡山県哲西町
開票しない１/２以上○１/５以上投票資格者○○１８歳以上茨城県総和町
開票する○１/３以上投票資格者○○１８歳以上香川県三野町
開票しない１/２以上○１/５以上投票資格者２０歳以上長野県木曽福島町
開票しない１/２以上○１/５０以上投票資格者２０歳以上群馬県伊香保町
開票しない１/２以上○１/６以上投票資格者○○２０歳以上山口県岩国市
開票しない１/２以上○１/３以上投票資格者○○１８歳以上鹿児島県金峰町
開票する○２/１０以上投票資格者１８歳以上北海道静内町
開票する○２/１０以上投票資格者２０歳以上北海道三石町
開票しない１/２以上○１/３以上投票資格者２０歳以上長野県和田村
（注）　（１）　住民からの請求は、登録資格者総数に対する割合を示している。
（２）　富士見市は、１８歳以上の未成年者と永住外国人については、規則で定めるところにより別に意思を把握す
ることとしている。
（３）　旧押水町条例が、２００５年３月３１日に志雄町との合併により、宝達志水町となったのち、首長専決で存続。
（４）　増毛町は、町長が発議するときは、議会の同意を必要とする。
（５）　岸和田市は、在留資格をもって引き続き３年以上日本に住所を有する外国人を対象にしている。
（６）　逗子市は、市長が発議するときは、あらかじめ市民参加制度審査会に諮問し、２/３以上の承認を得なけ
ればならない。
出典：上田・藤島・稲野「住民投票の制度化はどこまで進んでいるか」季刊自治と分権３０号６８頁をもとに加筆修正
度
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
く
た
め
に
は
、
な
る
べ
く
対
象
事
項
を
限
定
し
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
第
一
六
次
地
方
制
度
調
査
会
（
一
九
七
六
年
六
月
）
は
、
住
民
投
票
に
適
し
た
事
項
と
し
て
、
ア
自
治
体
の
名
称
変
更
、
イ
合
併
・
分
離
、
ウ
大
規
模
公
共
施
設
の
設
置
・
廃
止
、
エ
事
業
実
施
経
費
に
か
か
る
住
民
の
特
別
の
負
担
（
課
税
、
起
債
等
）、
オ
重
要
な
案
件
に
つ
い
て
首
長
と
議
会
が
対
立
し
て
い
る
場
合
、
カ
自
治
体
の
将
来
を
長
く
決
定
す
る
事
項
に
関
し
て
住
民
の
意
見
が
二
分
さ
れ
て
い
る
場
合
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
住
民
投
票
に
な
じ
ま
な
い
事
項
と
し
て
、
ア
重
要
で
あ
っ
て
も
一
部
特
定
の
住
民
な
い
し
地
域
に
関
わ
る
事
項
（
公
共
施
設
の
建
設
等
）、
イ
総
合
的
で
長
期
的
な
検
討
を
要
し
、
多
様
な
可
能
性
が
存
在
す
る
問
題
、
ウ
高
度
に
技
術
的
な
問
題
、
エ
自
治
体
の
権
限
に
属
し
な
い
事
項
、
オ
予
算
・
決
算
・
公
務
員
の
待
遇
給
与
等
、
行
政
組
織
の
組
織
・
人
事
・
財
務
に
関
す
る
事
項
等
を
挙
げ
て
い
る
。
　
こ
れ
に
対
し
、
法
的
拘
束
力
を
持
た
な
い
諮
問
型
の
制
度
の
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
事
項
で
あ
っ
て
も
住
民
投
票
の
対
象
と
し
て
よ
い
と
い
う
考
え
が
あ
る
一
方
で
、
住
民
投
票
の
結
果
の
持
つ
政
治
的
影
響
力
の
大
き
さ
か
ら
、
一
定
の
歯
止
め
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る  
 
。
　
住
民
投
票
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
事
項
を
規
定
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
方
式
は
一
九
市
町
（
こ
れ
ま
で
に
廃
止
さ
れ
た
一
二
条
例
は
す
べ
て
こ
の
方
式
で
あ
る
）、
そ
の
反
対
に
住
民
投
票
の
対
象
と
な
る
事
項
を
規
定
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
方
式
は
我
孫
子
市
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
大
和
市
は
リ
ス
ト
形
式
を
と
ら
ず
「
市
全
体
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
案
で
あ
っ
て
、
住
民
に
直
接
そ
の
意
思
を
問
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
岸
和
田
市
は
、
そ
の
逐
条
解
釈
で
市
の
権
限
に
属
さ
な
い
事
項
で
あ
っ
て
も
基
地
問
題
等
に
つ
い
て
の
投
票
は
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
　
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
方
式
で
は
、
ア
自
治
体
の
権
限
に
属
さ
な
い
事
項
、
イ
特
定
の
市
民
又
は
地
域
の
み
関
係
す
る
事
項
、
ウ
自
治
体
の
組
織
・
人
事
・
財
務
に
関
す
る
事
項
、
エ
住
民
投
票
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
事
項
等
を
住
民
投
票
の
対
象
事
項
か
ら
除
外
し
て
い
る
条
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
た
だ
香
川
県
三
野
町
だ
け
は
、「
住
民
投
票
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
な
（
　
）
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い
と
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
事
項
」
と
い
う
規
定
を
置
い
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
曖
昧
な
条
文
を
設
け
る
と
、
市
長
の
判
断
で
恣
意
的
に
住
民
投
票
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
も
な
り
、
検
討
の
要
す
る
事
項
で
あ
る
。
ま
た
、
広
島
市
で
は
、
逐
条
解
釈
で
、
ア
議
論
が
充
分
に
尽
く
さ
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
、
イ
設
問
の
選
択
肢
の
い
ず
れ
も
が
少
数
者
の
権
利
又
は
利
益
を
侵
害
又
は
減
少
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
、
エ
設
問
の
選
択
枝
の
い
ず
れ
か
が
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
を
あ
げ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
線
引
き
等
が
容
易
で
な
い
場
合
が
あ
り
、
慎
重
な
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
以
外
に
坂
戸
市
で
は
「
地
方
税
の
賦
課
徴
収
並
び
に
分
担
金
、
使
用
料
及
び
手
数
料
の
徴
収
に
関
す
る
事
項
」
を
除
外
事
項
と
し
て
あ
げ
て
い
る
が
、
法
一
二
条
一
項
で
、
条
例
の
制
定
改
廃
請
求
の
対
象
か
ら
こ
れ
を
除
外
す
る
規
定
が
あ
る
。
直
接
請
求
の
除
外
規
定
は
、
地
方
自
治
法
の
制
定
当
初
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
に
「
地
方
税
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
制
定
又
は
改
廃
に
関
す
る
住
民
の
直
接
請
求
は
、
制
度
そ
の
も
の
と
し
て
必
ず
し
も
適
当
で
な
い
も
の
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
近
時
に
お
け
る
そ
の
運
営
の
実
情
を
見
る
に
地
方
公
共
団
体
の
財
政
的
基
礎
を
危
う
く
し
、
そ
の
存
在
を
脅
か
す
も
の
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る  
 
」
と
の
理
由
で
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
根
底
に
は
、
こ
れ
ら
の
除
外
事
項
を
代
議
制
の
下
で
決
定
す
べ
き
と
の
考
え
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
直
接
請
求
で
除
外
さ
れ
て
い
る
事
項
を
住
民
投
票
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
前
述
し
た
法
改
正
の
趣
旨
か
ら
は
と
も
か
く
、
法
に
直
接
抵
触
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
事
項
こ
そ
「
市
政
運
営
上
の
重
要
事
項
」
で
あ
り
、
民
意
の
反
映
が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
も
あ
る  
 
。
　
　
　（
ⅱ
）　
請
求
権
者
の
要
件
・
署
名
数
の
要
件
　
住
民
投
票
条
例
の
制
度
設
計
の
う
ち
最
も
重
要
な
要
素
と
し
て
、
請
求
要
件
・
署
名
数
の
要
件
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
請
求
要
件
に
関
し
て
い
え
ば
、
鳩
山
町
条
例
だ
け
が
、
請
求
権
者
は
二
〇
歳
以
上
で
、
投
票
資
格
者
は
一
八
歳
以
上
と
異
な
る
も
の
の
、
他
は
す
べ
て
請
求
権
者
と
投
票
資
格
者
は
一
致
し
て
い
る
。
署
名
数
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
一
〇
分
の
一
か
ら
三
分
の
一
ま
で
あ
る
が
、
も
っ
と
も
多
い
の
が
三
分
の
一
以
上
で
九
市
町
、
次
が
六
分
の
一
以
上
で
四
市
、
四
分
の
一
以
上
・
五
分
の
一
以
上
・
八
分
の
一
以
（
　
）
１４
（
　
）
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上
・
一
〇
分
の
一
以
上
が
と
も
に
二
市
町
で
あ
る
（
表
２
参
照
）。
　
現
行
の
住
民
投
票
条
例
の
制
定
改
廃
を
求
め
る
直
接
請
求
は
有
権
者
の
五
〇
分
の
一
（
二
％
）
以
上
の
署
名
に
よ
り
成
立
す
る
が
、
そ
れ
に
比
し
て
必
要
と
さ
れ
る
署
名
数
は
、
五
倍
か
ら
約
一
六
倍
ま
で
と
な
る
。
こ
の
数
値
を
ど
う
判
断
す
る
か
非
常
に
難
し
い
が
、
こ
れ
だ
け
の
署
名
数
を
集
め
れ
ば
、
議
会
の
承
認
等
も
な
し
に
住
民
投
票
が
行
わ
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
一
定
程
度
の
ハ
ー
ド
ル
は
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
の
一
つ
の
目
安
と
な
る
の
が
、
議
会
の
解
散
請
求
や
議
員
・
首
長
の
解
散
請
求
に
必
要
な
署
名
数
で
あ
る
有
権
者
の
三
分
の
一
以
上
で
あ
ろ
う
。
た
だ
過
去
に
は
、
こ
れ
よ
り
多
い
署
名
数
を
集
め
な
が
ら
、
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
事
例
（
徳
島
市
・
神
戸
市
等
）
が
あ
る
も
の
の
、
制
度
と
し
て
保
障
さ
れ
た
枠
組
み
の
中
で
は
、
重
要
な
目
安
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
実
際
住
民
投
票
を
実
施
す
る
と
な
る
と
、
二
〇
万
都
市
で
、
七
千
万
か
ら
八
千
万
円
、
一
〇
万
市
で
、
二
千
万
か
ら
三
千
万
円
の
費
用
が
必
要
と
な
り
、
財
政
状
況
の
厳
し
い
な
か
、
い
く
ら
民
主
主
義
は
高
く
つ
く
と
言
え
ど
も
一
定
の
歯
止
め
は
必
要
で
あ
る
。
　
　
②
　
投
開
票
に
関
す
る
こ
と
　
　
　（
ⅰ
）　
投
票
資
格
者
の
要
件
　
こ
れ
ま
で
の
住
民
投
票
で
、
は
じ
め
て
永
住
外
国
人
に
門
戸
を
開
い
た
の
が
滋
賀
県
米
原
町
、
は
じ
め
て
未
成
年
者
に
門
戸
を
開
い
た
の
は
秋
田
県
岩
城
町
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
後
、
投
票
資
格
者
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
国
籍
要
件
の
撤
廃
や
年
齢
要
件
の
引
下
げ
が
行
わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
永
住
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
地
域
住
民
と
し
て
、
納
税
者
と
し
て
も
参
加
す
る
権
利
を
保
障
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
浸
透
し
て
き
て
お
り
、
ま
た
、
満
二
〇
歳
以
上
と
い
う
年
齢
要
件
に
つ
い
て
も
、
何
歳
を
も
っ
て
地
方
参
政
権
を
認
め
る
適
当
な
年
齢
で
あ
る
か
が
改
め
て
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る  
 
。
　
義
務
型
条
例
の
投
票
資
格
者
の
な
か
で
、
年
齢
要
件
は
一
八
歳
以
上
が
高
浜
市
ほ
か
一
二
市
町
、
二
〇
歳
以
上
が
富
士
見
市
ほ
か
八
（
　
）
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市
町
、
一
六
歳
以
上
が
大
和
市
一
市
と
な
っ
て
お
り
、
公
職
選
挙
法
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
こ
と
か
ら
、
自
治
体
独
自
の
方
針
と
し
て
、
で
き
る
だ
け
門
戸
を
広
げ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
九
年
法
律
第
五
一
号
）
で
は
、
年
齢
要
件
が
一
八
歳
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
一
八
歳
以
上
が
主
流
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
ま
た
、
永
住
外
国
人
に
も
投
票
権
を
認
め
る
も
の
が
一
五
市
町
で
、
比
較
的
新
し
い
条
例
は
ほ
と
ん
ど
が
永
住
外
国
人
の
投
票
権
を
認
め
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
岸
和
田
市
と
大
和
市
は
、
在
留
資
格
を
持
っ
て
引
き
続
き
三
年
以
上
日
本
に
住
所
を
有
す
る
定
住
外
国
人
に
ま
で
対
象
を
広
げ
て
い
る
。
た
だ
、
選
挙
や
公
職
就
任
な
ど
の
外
国
人
参
政
権
を
め
ぐ
っ
て
は
、
平
成
七
年
二
月
二
八
日
最
高
裁
第
三
小
法
廷
判
決
で
、
本
論
で
「
違
憲
」
と
判
断
。
し
か
し
傍
論
で
、「
憲
法
九
三
条
二
項
は
、
我
が
国
に
在
留
す
る
外
国
人
に
対
し
て
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
選
挙
の
権
利
を
保
障
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
憲
法
第
八
章
の
地
方
自
治
に
関
す
る
規
定
は
、
民
主
主
義
社
会
に
お
け
る
地
方
自
治
の
重
要
性
に
鑑
み
、
住
民
の
日
常
生
活
に
密
接
な
関
連
を
有
す
る
公
共
的
事
務
は
、
そ
の
地
方
の
住
民
の
意
思
に
基
づ
き
そ
の
区
域
の
地
方
公
共
団
体
が
処
理
す
る
政
治
形
態
を
憲
法
上
の
制
度
と
し
て
保
障
し
よ
う
と
す
る
趣
旨
に
出
た
も
の
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
我
が
国
に
在
留
す
る
外
国
人
の
う
ち
で
も
永
住
者
等
で
あ
っ
て
そ
の
居
住
す
る
区
域
の
地
方
公
共
団
体
と
特
段
に
密
接
な
関
係
を
持
つ
に
至
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
意
思
を
日
常
生
活
に
密
接
な
関
連
を
有
す
る
地
方
公
共
団
体
の
公
共
的
事
務
の
処
理
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
法
律
を
も
っ
て
、
地
方
公
共
団
体
の
長
、
そ
の
議
会
の
議
員
等
に
関
す
る
選
挙
権
を
付
与
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
は
、
憲
法
上
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
い
う
判
決
理
由
が
加
え
ら
れ
、
立
法
政
策
に
か
か
わ
る
事
柄
と
し
て
、
解
釈
が
分
か
れ
て
い
る
。　
近
年
、
住
民
投
票
が
自
治
体
の
意
思
決
定
に
影
響
を
与
え
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
、
今
回
の
岸
和
田
市
条
例
等
に
つ
い
て
は
、「
事
実
上
の
『
準
参
政
権
』
を
認
め
た
条
例
で
憲
法
逸
脱
の
可
能
性
も
あ
る
」
と
指
摘
す
る
一
方
で
、「
外
国
人
を
住
民
と
し
て
認
め
て
お
り
画
期
的
」
と
す
る
声
も
出
て
い
る  
 
。
　
た
だ
し
、
永
住
外
国
人
に
投
票
資
格
を
認
め
た
場
合
に
、
公
職
選
挙
法
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
永
住
外
国
人
で
引
き
（
　
）
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続
き
三
箇
月
以
上
当
該
市
町
村
に
住
所
を
有
す
る
者
の
欠
格
事
項
の
適
用
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
実
務
上
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
公
職
選
挙
法
一
一
条
三
項
で
は
、
本
籍
地
の
市
町
村
長
は
、
そ
の
市
町
村
に
本
籍
を
有
す
る
者
で
他
の
市
町
村
に
住
所
を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
、「
後
見
の
開
始
又
は
犯
罪
に
よ
り
選
挙
権
及
び
被
選
挙
権
を
有
し
な
く
な
る
べ
き
事
由
が
生
じ
た
こ
と
又
は
そ
の
事
由
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
そ
の
旨
を
住
所
地
の
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
、
住
所
地
の
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
選
挙
人
の
欠
格
事
項
を
把
握
し
、
選
挙
人
名
簿
を
調
製
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
制
度
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
住
民
投
票
を
実
施
す
る
市
町
村
に
お
い
て
、
日
本
国
民
と
同
様
に
、
永
住
外
国
人
の
住
民
投
票
の
投
票
資
格
者
の
欠
格
事
項
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
検
察
庁
が
市
町
村
か
ら
の
永
住
外
国
人
の
犯
罪
歴
等
の
照
会
に
応
じ
て
い
な
い
状
況
下
で
は
、
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
　
ま
た
、
住
民
投
票
を
首
長
や
議
会
議
員
選
挙
と
同
時
に
実
施
し
、
同
じ
投
票
所
で
行
っ
た
場
合
、
投
票
権
を
持
た
な
い
永
住
外
国
人
が
投
票
所
に
入
る
こ
と
が
、
選
挙
人
、
投
票
所
の
事
務
に
従
事
す
る
者
等
以
外
の
者
の
投
票
所
へ
の
立
ち
入
り
を
禁
じ
た
公
職
選
挙
法
五
八
条
の
規
定
に
抵
触
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
、
投
票
所
と
は
別
に
住
民
投
票
専
用
の
投
票
所
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
永
住
外
国
人
の
場
合
、
通
称
名
（
日
本
名
）
を
名
乗
り
、
本
名
を
名
乗
っ
て
い
な
い
人
も
あ
り
、
プ
ラ
イ
バ
ー
の
観
点
か
ら
の
配
慮
も
必
要
で
あ
る  
 
。
　
　
　（
ⅱ
）　
投
票
成
立
の
要
件
・
投
票
結
果
の
取
扱
い
　
次
に
義
務
型
を
論
ず
る
に
当
た
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
投
票
の
成
立
要
件
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
制
定
さ
れ
た
住
民
投
票
条
例
の
特
徴
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
五
〇
％
条
項
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
投
票
率
が
五
〇
％
未
満
で
あ
れ
ば
、
投
票
を
不
成
立
と
し
、
開
票
し
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
せ
っ
か
く
多
く
の
署
名
を
集
め
、
多
額
の
費
用
を
か
け
な
が
ら
、
成
立
要
件
を
満
た
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
開
票
も
さ
れ
ず
お
蔵
入
り
と
な
れ
ば
、
何
の
た
め
の
住
民
投
票
な
の
か
と
い
う
こ
と
な
る
。
義
務
型
で
は
、
一
六
市
町
が
二
（
　
）
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分
の
一
以
上
、
一
市
が
三
分
の
一
で
、
成
立
要
件
の
規
定
が
な
い
の
は
、
僅
か
四
市
で
あ
る
。
た
だ
、
美
里
町
と
坂
戸
市
は
、
成
立
要
件
に
達
し
な
く
て
も
開
票
は
行
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
ど
う
み
る
か
で
あ
る
。
本
来
の
制
度
論
か
ら
す
れ
ば
、
開
票
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
の
で
あ
る
。
　
長
期
に
わ
た
っ
て
自
治
体
や
住
民
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
事
項
を
、
住
民
投
票
に
よ
っ
て
決
め
る
に
は
、
最
低
投
票
率
を
定
め
て
お
く
必
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
あ
る
一
方
で
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
に
よ
り
住
民
投
票
を
意
図
的
に
不
成
立
に
し
よ
う
と
す
る
懸
念
も
あ
る
。
ま
た
、
現
行
法
上
、
投
票
結
果
の
遵
守
を
法
的
に
義
務
付
け
る
こ
と
は
、
で
き
な
い
と
さ
れ
て
お
り  
 
、
基
本
的
に
諮
問
型
の
制
度
で
あ
り
、
住
民
投
票
制
度
を
民
意
の
尊
重
・
住
民
の
意
思
表
明
と
み
る
な
ら
ば
、
現
行
制
度
化
で
は
、
住
民
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
開
票
結
果
こ
そ
が
最
大
の
目
的
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
成
立
要
件
に
つ
い
て
は
、
絶
対
得
票
率
等
と
絡
め
た
更
な
る
議
論
が
必
要
で
あ
ろ
う  
 
。
　
　
③
　
そ
の
他
　
首
長
に
発
議
権
を
認
め
る
も
の
が
一
六
市
町
（
廃
止
さ
れ
た
一
二
条
例
は
全
て
）
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
我
孫
子
市
、
増
毛
町
（
廃
止
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
三
野
町
）
は
議
会
の
同
意
が
、
逗
子
市
は
市
民
参
加
条
例
一
二
条
に
規
定
す
る
市
民
参
加
制
度
審
査
会
に
諮
問
し
、
三
分
の
二
以
上
の
承
認
の
議
決
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
議
会
の
同
意
が
必
要
な
市
長
の
発
議
権
に
つ
い
て
の
評
価
は
難
し
い
が
、
市
長
の
発
議
で
住
民
投
票
が
実
施
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
廃
止
前
の
条
例
に
よ
り
市
長
発
議
で
実
施
さ
れ
た
岩
国
市
の
「
米
空
母
艦
載
機
の
岩
国
基
地
へ
の
移
駐
案
」
受
け
入
れ
の
賛
否
を
問
う
住
民
投
票
の
例
が
あ
る
。
　
４
　
義
務
型
の
課
題
と
展
望
　
伝
統
的
な
議
会
制
民
主
主
義
の
理
解
の
も
と
で
は
、
政
策
の
決
定
は
住
民
の
代
表
た
る
議
会
が
こ
れ
を
行
い
、
そ
の
政
策
の
実
行
が
議
会
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
あ
る
以
上
、
住
民
の
意
思
は
、
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
し
て
表
明
さ
れ
、
住
民
参
加
は
、
こ
の
議
会
制
（
　
）
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の
補
充
的
・
二
次
的
機
能
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
近
年
、
議
会
と
住
民
と
の
同
質
性
が
損
な
わ
れ
、
構
造
的
欠
陥
が
、
公
害
、
環
境
、
消
費
者
保
護
な
ど
の
生
活
領
域
に
お
い
て
住
民
の
意
思
や
要
求
と
の
か
か
わ
り
で
顕
著
に
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
な
か
、
住
民
参
加
の
最
も
徹
底
し
た
形
態
の
一
つ
と
し
て
住
民
投
票
が
登
場
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る  
 
。
　
こ
れ
ま
で
の
住
民
運
動
に
よ
る
住
民
投
票
に
関
す
る
直
接
請
求
の
成
案
率
が
二
割
に
も
満
た
な
い
と
い
う
歴
史
の
な
か
で
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
議
会
の
議
決
を
得
ず
に
自
動
的
に
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
る
義
務
型
が
増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
画
期
的
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
住
民
投
票
制
度
の
議
論
が
な
さ
れ
な
が
ら
も
、
慎
重
論
に
押
さ
れ
て
制
度
導
入
の
実
現
に
至
っ
て
は
い
な
い
な
か
、
自
治
体
が
先
行
す
る
形
で
裾
野
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
政
治
の
仕
組
み
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
住
民
の
参
加
要
求
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
そ
の
背
景
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
　
非
義
務
型
は
、
個
別
型
と
同
じ
く
住
民
の
意
思
を
確
認
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
に
、
そ
の
都
度
議
会
の
議
決
を
得
て
制
定
さ
れ
る
条
例
で
あ
り
、
ま
ず
住
民
投
票
の
制
度
を
作
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
あ
る
課
題
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
結
果
が
出
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
た
場
合
に
、
そ
の
結
果
が
生
じ
や
す
い
よ
う
に
制
度
を
操
作
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
　
一
方
義
務
型
は
、
既
に
用
意
さ
れ
て
い
る
制
度
、
す
な
わ
ち
基
本
的
に
同
じ
制
度
で
行
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、
ま
た
住
民
が
必
要
と
お
も
う
と
き
に
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
、
住
民
投
票
を
実
施
で
き
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
制
度
的
に
も
安
定
し
て
お
り
、
優
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
た
だ
個
別
型
条
例
の
場
合
は
、
住
民
投
票
の
対
象
が
明
確
に
さ
れ
た
条
例
と
な
る
が
、
義
務
型
条
例
の
場
合
は
、
そ
の
対
象
事
項
を
い
く
ら
具
体
的
に
規
定
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は
限
界
が
あ
り
、「
そ
の
他
住
民
投
票
に
付
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
事
項
」
と
い
う
よ
う
な
抽
象
的
な
規
定
を
用
意
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
抽
象
的
な
規
定
の
場
合
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
こ
の
規
定
に
（
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該
当
す
る
か
に
つ
い
て
、
意
見
が
分
か
れ
る
こ
と
が
充
分
想
定
さ
れ
、
現
実
的
に
は
、
首
長
等
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
そ
の
裁
量
に
対
し
て
争
訟
の
提
起
や
、
長
の
責
任
を
追
及
す
る
運
動
な
ど
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
　
義
務
型
も
こ
の
意
味
で
は
、
完
全
に
安
定
し
た
制
度
と
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
制
度
に
お
い
て
も
、
長
の
裁
量
と
い
う
も
の
は
付
随
す
る
も
の
で
あ
り
、
裁
量
が
あ
る
以
上
、
そ
こ
に
は
裁
量
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
必
ず
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
義
務
型
を
否
定
す
る
根
拠
と
は
な
り
え
な
い
。
　
義
務
型
は
、
こ
れ
ま
で
の
住
民
運
動
の
歴
史
を
振
り
返
え
れ
ば
、
住
民
に
と
っ
て
は
こ
れ
ま
で
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
使
え
る
制
度
で
あ
り
、
あ
と
は
、
ど
う
成
立
要
件
を
ク
リ
ア
し
、
ま
た
そ
の
投
票
結
果
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
か
で
き
る
か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
四
　
お
わ
り
に
　
前
述
し
た
よ
う
に
、
な
ぜ
義
務
型
住
民
投
票
条
例
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
必
要
と
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
住
民
投
票
を
求
め
る
住
民
運
動
団
体
の
要
求
を
こ
と
ご
と
く
議
会
が
否
決
し
て
き
た
事
実
と
そ
の
歴
史
、
自
治
体
を
取
り
巻
く
社
会
的
・
政
治
的
背
景
の
変
化
が
あ
る
。
　
そ
も
そ
も
戦
後
地
方
自
治
法
が
制
定
さ
れ
、
地
方
の
政
治
を
原
則
的
に
は
間
接
民
主
制
に
よ
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
補
完
す
る
た
め
の
一
つ
の
方
式
と
し
て
、
条
例
の
制
定
改
廃
請
求
、
事
務
監
査
の
請
求
、
議
会
の
解
散
請
求
、
議
員
や
長
な
ど
の
解
職
請
求
と
い
っ
た
直
接
請
求
制
度
を
定
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
条
例
の
制
定
改
廃
請
求
制
度
を
利
用
し
た
住
民
投
票
の
請
求
は
、
こ
れ
ま
で
八
割
以
上
が
議
会
で
否
決
さ
れ
、
逗
子
市
や
巻
町
の
よ
う
に
時
に
は
長
の
解
職
請
求
へ
と
発
展
し
た
も
の
も
あ
り
、
条
例
制
定
改
廃
請
求
権
は
「
住
民
意
思
を
供
積
分
僑
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、供
微
分
僑
化
す
る
た
め
の
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
制
度
が
欠
け
て
い
る
。
し
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解
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散
・
解
職
請
求
権
な
ど
に
比
べ
て
、
肝
心
の
政
策
決
定
権
が
不
完
全
と
い
え
る  
 
」
と
し
た
指
摘
も
あ
る
。
　
一
方
、
原
田
尚
彦
教
授
は
「
地
方
自
治
行
政
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
は
、
住
民
投
票
の
導
入
を
推
奨
す
る
風
潮
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
見
方
が
、
現
行
法
の
と
る
大
局
的
法
理
観
に
照
ら
し
、
は
た
し
て
妥
当
と
い
え
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
…
…
現
代
の
政
治
や
行
政
は
、
か
つ
て
の
田
園
的
牧
歌
的
社
会
で
の
そ
れ
と
異
な
り
、
す
ぐ
れ
て
専
門
的
作
用
と
化
し
て
い
る
か
ら
、
一
定
期
間
こ
れ
を
国
民
を
代
表
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
に
信
託
し
そ
の
責
任
で
行
わ
せ
る
の
が
適
当
で
あ
る
…
…
住
民
投
票
は
、
合
併
の
適
否
な
ど
自
治
体
存
立
の
基
礎
的
条
件
に
か
か
わ
る
基
本
的
な
選
択
に
つ
い
て
は
有
用
で
あ
る
が
、
個
別
問
題
の
決
定
に
は
適
当
で
な
い  
 
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
近
年
の
住
民
参
加
の
特
徴
は
、
個
々
の
行
政
の
意
思
表
示
お
よ
び
執
行
過
程
に
向
け
ら
れ
た
も
の
が
飛
躍
的
に
拡
大
し
、
参
加
の
形
態
も
多
様
化
し
、
複
雑
化
し
て
き
て
お
り
、「
住
民
投
票
は
直
接
住
民
の
投
票
に
よ
っ
て
決
定
を
行
う
点
で
、
最
も
住
民
自
治
の
理
念
に
沿
う
制
度
と
言
う
べ
き
こ
と
も
で
き
る
が
、
反
面
、
大
き
な
限
界
を
も
っ
て
お
り
、
多
様
な
方
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い  
 
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
関
西
大
学
の
名
取
良
太
氏
が
、
市
長
や
市
議
会
議
長
等
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
住
民
投
票
と
い
う
手
段
を
有
権
者
に
保
障
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
一
九
九
八
年
に
賛
成
が
四
〇
％
程
度
で
あ
っ
た
の
が
、
二
〇
〇
一
年
に
は
、
七
〇
％
近
く
ま
で
賛
成
が
増
加
し
て
い
る
よ
う
に
、
住
民
投
票
制
度
に
対
す
る
意
識
変
化
が
伺
わ
れ
る  
 
。
　
一
方
、
住
民
投
票
制
度
を
単
な
る
市
民
参
加
制
度
で
は
な
く
、
意
思
決
定
機
関
の
住
民
共
同
体
の
議
決
行
為
と
と
ら
え
、
直
接
民
主
制
に
よ
る
住
民
に
よ
る
議
決
行
為
と
間
接
民
主
制
に
よ
る
代
表
制
＝
議
会
制
に
よ
る
議
決
行
為
と
が
と
も
に
同
質
の
民
主
主
義
を
追
求
す
る
制
度
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
見
解  
 
も
出
て
き
て
い
る
。
　
財
政
状
況
が
逼
迫
す
る
な
か
、
自
治
体
が
や
れ
る
こ
と
は
狭
め
ら
れ
る
一
方
で
、
住
民
の
行
政
に
対
す
る
要
望
は
多
様
化
す
る
と
と
（
　
）
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も
に
増
加
し
、
自
治
体
の
政
策
と
住
民
の
要
望
に
ず
れ
が
生
じ
、
自
治
体
の
政
策
決
定
へ
の
参
加
を
求
め
る
要
求
は
今
後
と
も
増
大
し
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
行
政
へ
の
住
民
参
加
シ
ス
テ
ム
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
制
度
的
疲
労
が
生
じ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
　
住
民
投
票
の
法
制
度
化
が
行
わ
れ
て
い
な
い
状
況
下
で
、
こ
れ
ま
で
の
情
報
公
開
制
度
、
資
産
公
開
制
度
の
導
入
と
同
じ
く
、
自
治
体
が
国
に
先
行
す
る
か
た
ち
で
、
自
治
体
ご
と
に
住
民
自
治
意
識
の
向
上
と
連
動
し
て
、
住
民
自
治
の
権
利
と
し
て
、
地
方
自
治
を
育
む
一
つ
の
ツ
ー
ル
で
あ
り
地
方
自
治
の
標
準
装
備
と
し
て
、
そ
の
導
入
が
検
討
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
１
）　
高
寄
昇
三
『
住
民
投
票
と
市
民
参
加
』（
勁
草
書
房
、
一
九
八
〇
年
）
八
四
頁
以
下
。
五
十
嵐
敬
喜
「
住
民
投
票
と
市
民
立
法
」
松
下
圭
一
・
西
尾
勝
・
新
堂
宗
幸
編
『
自
治
体
の
構
想
２
　
制
度
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
一
一
七
頁
以
下
。
（
２
）　
上
田
道
明
・
藤
島
光
雄
・
稲
野
文
雄
「
住
民
投
票
の
制
度
化
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
」『
季
刊
　
自
治
と
分
権
第
三
〇
号
』（
二
〇
〇
八
年
一
月
号
・
自
治
労
連
・
地
方
自
治
問
題
研
究
機
構
）
四
四
頁
。
な
お
、
以
下
本
稿
の
基
礎
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
共
同
研
究
の
際
に
収
集
し
た
資
料
に
よ
る
。
（
３
）　
千
葉
県
四
街
道
市
の
よ
う
に
、
市
長
が
反
対
意
見
を
つ
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
二
五
日
、
議
会
が
「
四
街
道
市
に
お
け
る
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
の
賛
否
を
問
う
住
民
投
票
条
例
」
の
制
定
を
可
決
し
た
よ
う
な
例
も
あ
る
。
（
４
）　
自
治
立
法
研
究
会
編
『
市
民
立
法
総
覧
─
直
接
請
求
編
─
』（
公
人
社
、
二
〇
〇
三
年
）
九
六
頁
に
よ
れ
ば
、
立
川
市
よ
り
も
前
の
一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
一
〇
月
二
七
日
に
現
在
の
函
館
市
で
、「
自
治
体
の
合
併
の
賛
否
に
関
す
る
亀
田
市
住
民
投
票
実
施
条
例
」
が
否
決
さ
れ
て
い
る
。
今
井
一
『
住
民
投
票
』（
日
経
大
阪
Ｐ
Ｒ
企
画
出
版
部
、
一
九
九
七
年
）
二
一
四
頁
。
野
口
搖
子
「
二
〇
〇
一
年
以
降
の
住
民
投
票
」
森
田
朗
＝
村
上
順
編
『
住
民
投
票
が
拓
く
自
治
』（
公
文
社
、
二
〇
〇
三
年
）
二
〇
七
頁
以
下
。
（
５
）　
古
川
純
「
地
方
自
治
に
お
け
る
住
民
参
加
」『
政
治
過
程
と
法
（
岩
波
講
座
　
現
代
の
法
３
）』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）
二
九
三
～
三
一
二
頁
。
鹿
谷
雄
一
「
住
民
投
票
の
歴
史
的
展
開
」『
合
意
形
成
と
地
方
自
治
』（
日
本
地
方
自
治
学
会
、
二
〇
〇
八
年
）
六
五
～
八
五
頁
。
（
６
）　
巻
町
の
住
民
投
票
に
つ
い
て
は
、
三
辺
夏
雄
「
巻
町
原
発
住
民
投
票
の
法
的
問
題
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
〇
〇
号
（
一
九
九
六
年
）、
中
川
和
好
「
巻
町
に
お
け
る
住
民
投
票
」
都
市
問
題
八
七
巻
一
号
（
一
九
九
六
年
）・「
巻
町
・
住
民
投
票
・
そ
の
後
」
都
市
問
題
八
八
巻
二
号
（
一
九
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九
七
年
）、
榊
原
秀
訓
「
巻
町
原
発
住
民
投
票
と
住
民
参
加
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
〇
三
号
（
一
九
九
六
年
）・
大
杉
洋
「
な
ぜ
、
住
民
投
票
な
の
か
」
横
田
清
『
住
民
投
票
Ⅰ
』（
公
人
社
、
一
九
九
七
年
）
参
照
。
（
７
）　
上
田
前
掲
註（
２
）四
四
頁
。
（
８
）　（
財
）
社
会
経
済
生
産
性
本
部
・
住
民
参
加
有
識
者
会
議
報
告
書
『
地
方
分
権
と
住
民
参
加
を
考
え
る
』（
二
〇
〇
一
年
）
三
～
七
頁
。
（
９
）　
上
田
前
掲
註（
２
）四
五
頁
以
下
。
（
　
）　
高
橋
秀
行
『
市
民
参
加
条
例
を
つ
く
ろ
う
』（
公
人
社
、
二
〇
〇
四
年
）
四
〇
頁
。
１０
（
　
）　
横
田
清
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
直
接
立
法
（
住
民
投
票
）
制
度
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
〇
三
号
（
一
九
九
六
年
）
五
九
～
六
五
頁
、
１１牧
田
義
輝
「
ア
メ
リ
カ
の
住
民
投
票
制
度
」・
岡
本
三
彦
「
ス
イ
ス
の
住
民
投
票
制
度
」
森
田
前
掲
註（
４
）六
三
～
七
七
頁
、
九
一
～
一
一
〇
頁
。
（
　
）　
上
田
前
掲
註
（
２
）
六
六
頁
。
１２
（
　
）　
前
掲
註（
８
）五
四
～
五
九
頁
。
１３
（
　
）　
松
本
英
昭
『
新
版
　
逐
条
地
方
自
治
法
』（
学
陽
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
二
一
二
頁
。
１４
（
　
）　
川
崎
市
住
民
投
票
制
度
検
討
委
員
会
『
住
民
投
票
制
度
検
討
委
員
会
報
告
書
』（
二
〇
〇
五
年
）
一
一
頁
。
１５
（
　
）　
前
掲
註（
　
）一
九
～
二
一
頁
、
二
〇
〇
二
年
七
月
二
四
日
付
け
朝
日
新
聞
記
事
。
１６
１５
（
　
）　
二
〇
〇
五
年
六
月
三
〇
日
付
け
産
経
新
聞
記
事
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
二
〇
日
・
二
二
日
付
け
朝
日
新
聞
記
事
「
参
政
権
を
考
え
る
上
・
１７下
（
外
国
籍
住
民
と
地
域
社
会
）」、
田
中
宏
「
外
国
籍
住
民
と
自
治
体
参
加
」
松
下
圭
一
・
西
尾
勝
・
新
堂
宗
幸
編
『
自
治
体
の
構
想
５
　
自
治
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
四
五
頁
以
下
、
近
藤
敦
『
新
版
　
外
国
人
参
政
権
と
国
籍
』（
明
石
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）。
（
　
）　
藤
島
光
雄
・
稲
野
文
雄
ほ
か
「
住
民
投
票
条
例
～
制
度
設
計
か
ら
条
例
案
へ
～
」
自
治
体
法
務
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
六
号
（
第
一
法
規
、
二
〇
〇
五
１８年
）
八
頁
。
（
　
）　
那
覇
地
判
平
成
一
二
年
五
月
九
日
判
決
・
判
例
時
報
一
七
四
六
号
。
住
民
投
票
結
果
の
法
的
拘
束
力
に
つ
い
て
は
、
ア
条
例
に
基
づ
く
制
１９度
で
も
拘
束
型
・
諮
問
型
両
方
と
も
可
能
と
す
る
見
解
（
杉
原
泰
雄
「
国
民
主
権
と
住
民
自
治
」
法
学
教
室
一
九
九
号
）、
イ
拘
束
型
は
法
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
不
可
能
と
す
る
見
解
（
稲
葉
馨
「
住
民
投
票
」
法
学
教
室
一
九
五
号
）、
ウ
ど
ち
ら
も
条
例
に
基
づ
く
制
度
と
し
て
は
疑
問
が
あ
る
と
す
る
見
解
（
原
田
尚
彦
「
住
民
投
票
と
地
方
自
治
」
都
市
問
題
八
七
巻
一
号
）、
エ
政
策
的
意
思
決
定
に
お
い
て
拘
束
型
は
可
能
で
あ
る
が
、
住
民
投
票
法
と
い
う
法
律
レ
ベ
ル
の
裏
づ
け
が
あ
っ
て
も
法
的
意
思
決
定
（
行
政
処
分
）
に
お
い
て
は
不
可
能
で
あ
る
と
す
る
見
解
（
村
上
順
論　　　説
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「
住
民
投
票
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
」
森
田
前
掲
註（
４
））
が
あ
る
が
、
通
説
は
イ
で
あ
り
、
わ
が
国
で
実
施
さ
れ
た
条
例
に
基
づ
く
住
民
投
票
の
す
べ
て
が
諮
問
型
住
民
投
票
で
あ
る
。
前
掲
註（
　
）四
・
五
頁
、
稲
正
樹
「
住
民
投
票
制
度
」
高
見
・
岡
田
・
常
本
編
『
日
本
国
憲
法
再
検
討
』
１３
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
年
）
三
八
一
頁
以
下
、
小
滝
俊
之
『
住
民
自
治
の
視
点
と
道
程
』（
公
人
社
、
二
〇
〇
七
年
）
三
四
三
～
三
四
五
頁
参
照
。
（
　
）　
稲
葉
馨
「
住
民
投
票
に
お
け
る
法
定
得
票
率
・
得
票
制
管
見
」
自
治
研
究
八
〇
巻
八
号
（
二
〇
〇
四
年
）
三
～
二
四
頁
。
２０
（
　
）　
田
村
悦
一
『
住
民
参
加
の
法
的
課
題
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
）
三
～
五
頁
。
２１
（
　
）　
高
寄
前
掲（
１
）二
六
七
頁
。
２２
（
　
）　
原
田
尚
彦
『
地
方
自
治
の
法
と
し
く
み
（
全
訂
二
版
）』（
学
陽
書
房
、
一
九
九
五
年
）
八
二
・
八
三
頁
。
２３
（
　
）　（
財
）社
会
経
済
生
産
性
本
部
・
住
民
参
加
有
識
者
会
議
報
告
書
『
住
民
投
票
制
度
化
へ
の
論
点
と
課
題
』（
二
〇
〇
二
年
）
二
頁
。
２４
（
　
）　
名
取
良
太
「
地
方
議
会
の
活
性
化
」『
自
治
大
阪
二
〇
〇
五
年
一
月
号
』（（
財
）大
阪
府
市
町
村
振
興
協
会
、
二
〇
〇
五
年
）
四
九
頁
以
下
。
２５
（
　
）　
上
原
克
之
「
住
民
投
票
制
度
に
関
す
る
一
考
察
」
兼
子
仁
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
分
権
時
代
と
自
治
体
法
学
』（
勁
草
書
房
、
２６二
〇
〇
七
年
）
一
八
九
頁
以
下
。
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